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男子チーム紹介 （レッドブロック）

P L A Y E R

S T A F F

Team: エキスパートパワーシズオカ Team since: 2007 ㈱エキスパート パワー シズオカ　〒410-0054 静岡県沼津市北高島町21-1

今年のチームは、一味違う。
決勝トーナメントへ一直線に、突き進みます。

■部長
タムラヒロシ
田村　津
取締役社長

Alma Mater:法政大学

■総監督
オガワジュンイチ
小川　純一
相談役

Alma Mater:高知県立高知工業高等学校

■監督
ゴトウマサヒロ
後藤　匡宏

Alma Mater:日本体育大学

Player 1 權　伍喜クォンオヒ
■JTA Ranking : 16位（シングルス） Professional
■Birthplace : 韓国
■Alma Mater : 近畿大学
■Record : '08イザワクリスマスオープン　単　準優勝

'08全日本テニス選手権　単　準優勝
'08インドネシアF3 単　優勝

■Plays : 恐怖のスライス
■Comment : 
このチームのエースは、負けは絶対に許されない。
なぜならばエースだから・・・
とはいうものの、恐怖のスライスで、全勝間違いなし。頼みます（神頼み）

Player 2 安　栽成アンジェソン
■JTA Ranking : Professional
■Birthplace : 韓国
■Alma Mater : 建国大学（韓国）
■Record : アジア大会　団体　金メダル

'07ユニバーシアード　バンコク大会　単　銀メダル
'07ユニバーシアード　バンコク大会　複　銅メダル

■Plays : 秘密
■Comment : 
ついに、日本リーグに降臨。
安のスーパープレーには、誰もが釘付け。
この期待に安が応えてくれるかは、誰も知らない。

Player 5 森　智広モリトモヒロ
■JTA Ranking : 63位（シングルス）
■Birthplace : 神奈川県
■Alma Mater : 法政大学
■Record : '07全日本テニス選手権　複　優勝

'10関東オープン　複　優勝
'10JTT埼玉オープン　複　優勝

■Plays : ミスター半面その2
■Comment : 
ミスター半面の異名のごとく、半面ならば誰もかなわない。
半面での戦い方を学びたい方は、是非、ご覧あれ！

Player 5 後藤　匡宏ゴトウマサヒロ
■JTA Ranking : 
■Birthplace : 千葉県
■Alma Mater : 日本体育大学
■Record : 静岡県　単　ベスト8

静岡県　複　ベスト8
部内適当ランキング　1位

■Plays : その場の雰囲気
■Comment : 
出場した試合は、必ず何かが起きる。
まじめにやっているのだが、ミラクルが起きるのはなぜか？
出場すれば見る価値あり！

Player 6 西尾　隆信ニシオタカノブ
■JTA Ranking : 225位（シングルス） Professional
■Birthplace : 東京都
■Alma Mater : Schiller American Academy
■Record : '06東海中日テニス選手権　準優勝

'06全日本テニス選手権　出場
'09信州上田オープン　優勝

■Plays : 独り言大魔神
■Comment : 
試合中独り言を発さないことはない。その独り言で笑いが取れる天才。
試合中走り過ぎて、歩幅が合わないことがしばしあるが、歩幅があえば、隆をとめるこ
とは誰も出来ない。歩幅が合うことを祈る。

Player 4 棚瀬　大吾サクライダイゴ
■JTA Ranking : 60位（シングルス） Professional
■Birthplace : 千葉県
■Alma Mater : Dunedin Academy
■Record : '07イランフューチャーズ　ベスト16

'07マサフューチャーズ　ベスト16
'10山梨オープン　優勝

■Plays : 全てが平均
■Comment : 
平均的に全てこなす。
武器は何だろうと思う方は、試合を見て、探して下さい。
探せた方にはもれなく、何かがあるかもしれない。

Player 3 喜多　文明キタフミアキ
■JTA Ranking : 32位（シングルス） Professional Rookie
■Birthplace : 埼玉県
■Alma Mater : 慶應義塾大学在学中
■Record : '10軽井沢フューチャーズ　複　準優勝

'10毎日テニス選手権　複　優勝
'10関東オープン　複　優勝

■Plays : ミスター半面その1
■Comment : 
日本リーグ初参戦。
新人賞は文（通称フミ）に間違いなし。
自分の業に溺れることなく戦えるか。乞うご期待！


